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る。冒頭では五歳から家計を支えためにサッカーボールを縫って失明してしまったインドの少女 はじめ、炎天下の農園、路上での物売り、売春、借金の形と て奴隷 ように働かされ 少年など、実体験に基づく子どもたちの声が紹介されており、その悲惨 深刻さが伝わってくる。そして 背景にあ 問題や廃絶のための取り組みがポイントごとに整理されており、この問題への入り口として読みやすい。
　ミシェル・ボネ著・堀田一陽訳『働
く子どもたちへのまなざし 　現代世界における子どもの就労 　その分析と事例研究』 （社会評論社 二〇〇〇年）では著者が実際に出会っ 働く子どもたち、彼らを取 巻く家族や企業の論理、各国政府の政策、世
やメディアなど様々な視点からこの問題を描き出している。著者はＩＬＯで児童労働撤廃国際計画（ＩＰＥＣ）を担当するなど、児童労働に深く関わってきた人物であり、実例が豊富で考察も深い。
　ＯＥＣＤ編著・豊田英子訳『世界















きる数的データを得ることは容易ではない。なぜならば法的に認められていない、存在しているはず ないものであるため、公式な統計がないか、あっても得られる は限定的なことが多い。日本語で参照可能なデータでは、ユニセフ（国際連合児童基金）のＭＩＣＳ（複 指標クラスター調査）の結果がユニセフ著『世界子供白書』の統計に収録されており、日本ユニセフ協会のウェブサイト（
http://w
w
w
.unicef.or.jp ）
から一部ダウンロード可能だ。また、同書の一九九七年版は児童労働 特集である。
　児童労働に特化したデータとして
ＩＬＯのＳＩＭＰＯＣ 児童労働統計情報・監視計画）の調査結果がある。ＩＬＯ駐日事務所のサイト（
http://
w
w
w
.ilo.org/public/japanese/
region/asro/tokyo/ ）に一部日本
語訳が掲載されている。
　英語ではあるが、 ＩＬＯ、ユニセフ、
世界銀行の共同研究プロジェクトであるＵＣＷ（
U
nderstandingC
hil-
dren'sW
ork ）プロジェクトのサイ
ト（
http://w
w
w
.ucw
-project.org/ ）
にも児童労働に関する様々な情報が掲載されている。
（さかい 　かなこ／アジア経済研究所図書館）
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